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研究成果の概要 

これまでの有機合成化学では、熱や光、電気などにより分子を活性化し、目的の反応を進行させること

が一般的である。一方、叩く、引っ張る、押す、といったマクロな機械的刺激により促進される有機化

学反応や触媒は稀である。機械的な力を使った有機合成が発展していない主な原因として、反応基質で

ある有機分子のサイズが小さく、マクロスケールの機械的な力が効率良く伝わらないためである。そこ

で本研究では、有機高分子材料を機械的な力と分子とを繋ぐメディエーターとして活用する新合成コ

ンセプトを打ち立て、メカノ有機合成化学という新分野の開拓を目指す。本研究の初年度にあたる本年

度では、高分子材料に機械的な作用を加えることにより発生する高分子メカノラジカルを活用した新

反応の開発に取り組んだ。本研究代表者は以前、ボールミルによる機械的な作用によって生じた高分子

メカノラジカルを、「ターンオン型」蛍光ラジカル反応剤でトラップすることで、ポリマー主鎖に蛍光

分子を導入する新反応の開発に成功している。種々の光学測定、GPC 測定や NMR 測定などにより、蛍

光分子がポリマー主鎖に導入されていることを確かめた。この方法はポリメチルメタクリレート、ポリ

エチレン、ポリフェニレンスルフィドやポリスルホンなど、幅広い汎用ポリマーに適用可能である。本

成果により、複雑な有機合成化学的手法に頼らずに、簡便に発光ポリマーを調製することが可能となっ

た。また、機械的刺激に応答性を示すポリマー材料やセンサー材料の開発への応用も今後期待できる。

本成果は、化学系トップジャーナルのひとつである Angewandte Chemie International Edition 誌に

掲載された。本年度は、この高分子メカノラジカルに対して様々なラジカルトラップ剤との反応を検討

し、いくつか新規メカノラジカル反応が進行することを確かめた。 
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